
第 1学年 技 術 e家庭科 学習指導
十平成 15年 9月 3日 (水)5校 時
: 1年 1組  (男 子 12名 女子 8名 計20名 )
主 末工室
: 田野畑村立田野畑中学校

教 論   木  村   亮

1 革 材客  「 技術とものづくりJ  状 差しの製作

2 題 材について '
〈1)教 材観i極
暑畳書曇雪各轟祭8醤:f2景暑告告書昏盈F]とを畳言客岳蛯暑音言岩景肇

体験を積ませることが今まで以上に強く求められていると考える。

り軍岳喜志藩窒貧吾督窮客見ど霧籍法島登だ基払き至嬬奎軽室霊辱兵露えた貫み墨だふ
より重要と考える。
金属を使Pた 「ものづくり」では、薄い金属板を利用した状毒ヒづ製作を行うことに

基程巻晶鷺号F督晶だ送香警嘉歩螢季言品呈皇ぶ漂墨暮瞥脅唇笹轡2FttαlF存晶系
安価で、生活に活用できる意義ある作品を製作することができ、何もなし`ところから自
分の力で製品を完成させたという達成感を味わえる題材であると考えたからである。

〈2)生 徒観  '
生徒の多くばミ 「ものづくり」は楽しく、作り終わちた後の爽快感を味わえるなどの・t秦
皐薦客岳盲予臭品宗岳嘉キif私真棄とぶ墨Rぞと名室奮督墨淳磐ま督伊管岩と巳密rfl 窒畠呂黙生塗告畢徳蟹督彗言鑑奪獄奮詣昌原ぶ皇畢替香香屋ぜ写害営Fい

'るそ考えられ、

子≧≧審猟と泰香百香皆旨;!皇`程昌身累盛里
盈 るに  かわ ず、金属 対す 生徒 捉

らえ方は漠然としており、どのように加工されているか,どういてはほとんど認識されを
1 なヽいのが現状である。           ,1        、   ~

そこで、本題材を通して、金属材料の特徴を生かした加工法の習得を通して金属の良
さや楽 しさを実感できる体験を多く積ませたいと考だる。           ・

(3)指 導観
1

と豊星壇F星桂ふ据呈深褒唇贅曇署喜券告嚢越宇唇F抑
工=る楽半さを体脅

でき
二
内容

加工体験がないということを前提に製作を進めてぃくために、正しい加工法を理解きiせ
、ねらいにあった加工ができることを基礎基本と捉え、工具の名称や使い方、そして

安全確保にういては特にも丁寧に取り扱い、報習する場面も設けながら定着を図りた、い
と考える。また、加工法や手順には必ず根拠があり、必要があってそうしているといぅ
ことを生徒に考えさせながら明らかにし、目的に合ぢた工具の使い方、加工法で製作が
進められるよう配慮する。
指導体制は、4人1組のグループた基套量旨星堪晶土客覇脅唇下督湛曇喜窒品零宅よ。ながら進めるよう促し、正しく加工が進キ

3蓮 材の目標1(1)材
料や加土法、作品の製作に関心を持ち、道材に真剣に取り組もうとしている。

(関心 ・意欲 ・態度)
(2)加 工の目的予条件!こ応じて工具の使い方や加工の仕方をェ夫、活用しようとしてい

る 。 (工夫 ・創造)
(3)工 具を適切に使いこなし、目的に合った加工をすることができる。   (技 能)

(4)金 属材料の性質や加ェ技術に関する知識を身につける。     (知 識 ・理解)
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4 題材の指導計画と評価規準 (総時間数10時 間)
主皆__導   内 ヽュ容 時努 ` 評価 規 準

ユt金属材料の雄質 木材と金属を比較 し、金属
の特徴をみつける。
金属材料の特徴を理解するく

1

Э金属材料の特徴を見つけよう
′
としている。輸際・ブリント)

△金属材料の特徴を説明するこ
とができる。(プリント・デスト)

2.加 工の手順 ・作業工程を確認する。 Э加工手順を考えようとしてい

る。(豚・プリント)
△作業工程や必要 な工皇の名称
がわかる。(ブリント・テスト)

3.構 造 ・設計 ・使用目的にあった形、大き
さに設計する。

・

薯含F罫 謹屋寮壕Fい
て

・製品の展開図をえがく。

2

◎模範作品か ら使用目的に合っ

た形や大きさを工夫する。
(プllント)

◎模範作品か ら安全で丈夫な構
造にするためのェ夫点を見聯
ることができる。(プサント)

☆製品の展開図を郵Rこ とがで
きる。(展開国) ″

ど.けがき ・金属板に正 しくけが くため
の方法を考える。

・金属板にけがきを行 う。

1

9零屋警峯安営とEぶ峯雪督P
(プリント)

☆金属板にけがくことができる
(材料)

5. 切断 ど
争切りぽきみの便い方を理
理解する。

・金切りばさみで材料を切断
する。

・切り日の処理を行 う。
f l

△金切りばさみの使い方が説破
できる。(プリント韓婦・テスト)

☆金切りばさみで材料を切断す
ることができる。(鶴・材料)

◎切り取り方を工夫することが
. できる。Q 擦)   _

6.穴 あけ ・やす りが け' ・卓上ボャル盤の使い方を理
解する。

・卓上ボール盤を使ぅて本あ
け作業を行う。

・かえり取りを行う。
|サ ンドベキパで瑞面処理を
行う。 1

△卓上 ボール盤 の使 い方 を説明

☆卓星桑とノ躍誓程とて穴あけ
作業をすることができる。
(観察・材料)

Э安全iこ留意 して穴あけ作業を

進めようとしている。(密)
☆的確に瑞面処理ができる。

折 り出げ ・折 り曲げ工具め名称 ・便再`

方を理解する。
・ふちまき加工をする。

1

折り出げ工具の名称
‐・使い方

が説明できる。(鱒・プリント・テスト)
折 り曲げ工具を使い、ふちま
き加工をすることができる。

方を理解すると
・折り曲げる順序を考える。
・直角曲げを行う。

本
　
時
　
　
１

折り西げ工具の_名称 ・使い方
が説明できる。喩際・プリント・テスト】
折り曲げ工具を使い、直角出
げをすることができる。
(播・湘)
折り曲げ】員序を考え、工夫し
ている。(プリント)

8 ・適Jした接合方法を考えると、
・ハンドリベッタの使い方を

理解する。
・ハンドリベッタを使い、接
合する。 1

週 した 強 含 力 ほ を 考 え キ 'こ

している。8厚・プリント)
ハンドリベッタを使い接合す
ること力章できる。(を蟻・材料)

.テ ス ・題材に関するベーパーテス

トを行う。
・製作全体を振り返 っての反
省を行う。 1

◎ 工夫 ・創造      △ 知識 ・理解
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5 本 時の指導

( 1 ) 目標

①折り曲げ順序を考え、工夫しようとしている。 (創造 ・ェ夫)

②折り曲げ工具を使い直角曲げができる。 (技能)

③折 り曲げ王具の名林や使い方が説明できる。 (知識 ・理解)

(2)評 価規準と判断基準

/ヽ

A:十 分満足できる B:概 ね満足できる C:努力を要する

(具体的な対応ざ手立て)

生活を工夫 し

創造する能

折り曲げ順序を考え、

加工と照 らし合わせて

工夫 しようとしぃているc

折 り曲
1げ

順序を考え

工夫 しようとしてい

る。

i折り出げ順序を考えよう

としない。

(状差 しの構造を考えき

せる)

生活の技能 折り曲げ工具を使い直

角曲げを正確にするこ

とができる。

折り曲げ工具を使い

角曲げができる

折り出げ工具を使い正し

い手順で直角曲げができ

ない。

(プリントの手】原に沿っ

て個別指導を行う)

くグループで確認 しなか

ら作業させる〉

生活や技術たつい

ての知識 ・理解

折り曲げ工具の名称や

使い方が正 しく説明で

き活用することができ

る古

汗り曲げ工具の名称雫

吏い方が説明できる。

折り曲げ工具の名称や使

い方が説明できないち

(板書を確認させながら、

作業を想起させるめ
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・前時までの自己評価を
り遅る

:曜
藩霞纂軽盲

…
。本時で努力する点、注意する

点を確認する

飼 壁空ど主賓Z立 _ヱ_pl__,

(製作工程表)

材料を直角中折り曲げ、本体を完成させよう

り出げ土具の名称や使い

・練習材料を使い直角曲
をさせる

り曲げ工具を使い直角由

うとしている 建藤・プルト)
入 させる
,発表させる

題丁王真再硬噛 苗荘
きる      毬 際)

・工具を指し示す際には必ず
名称を使う

塑出 盤 理遼豊ユし__

折 り曲げ工具の名称や使い

方が説明できない
→板書を確認 させながら作

__茎生畳運主主盗上_……

折り曲げ工具を使い正 しい
手順で直角曲げができない

→プリントの手順に沿って
個別指導を行 う
?けがき線 と万力手前のよ
ちを合わせる   ,

・打ち木で向こう側に折 り

:算署果を集み岳暑畳阜:
生夕れ上チで確認しながら

作業させる     f
(折り曲ザエ具・線習材料)

離≧養磐是窒寧響!上
り曲げ順序 を考 え るこ

ができない
→状差しの構造を考えさせ

る

(学習プリント・模型)
こ覇丁面げ王真那 正じ下
手順で直角曲げができない→
暦品搭豊客春野

に沿っ:
→グループで確認 しながら

!まとめ
。学習宮標が達成できた
・注意ポイントについて

(学習プリン ト〉
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(4)板 書計画     _

チェック
ー定以上の力を加えるともとにもどらなく

ある程度力を加えてももとにもどる性質

打ち木

2,加工の仕方

木づち

①lけがき線 |と万方手苛のふちを合わせる

反対側か

材料の上

打ち木

打ち木

万カ

で根元を押す

提象く

②

　

③

理

左右'①

ビろを内側に折りこつなくなるか

④打ち本標
づち丁1で

たそく

3.折り曲げ順序

①外側から折 る

② ( 内

角施あ、癖

)側どどの順番で折るか

なる性質 !
く班杜
(斧 ノに

)

)

lt使用する工員

外側から折ると1内側を折るときに万力ではさめなくなり折れなくなる

恥下

- 4 フ ー


